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げられるo鉱体の上盤寄りにはしぱしぼ（特

に北部富鉱部において）断履粘土もしくは

・地表から流れ込んだ褐色粘土がみられる。

なお少量（MgO4％前後）の苦土分を含

有する箇所は現場の南側および上流に2，3

認められた。

　　　5．鉱　石
　ド・ヤイト鉱石は塊状をなし，苦土分の，

多いものでは梢々輝いた暗友色を呈し，風1

化面では細粒の粉を吹いたような現象があ

　　　　　　o　　　、m
　　　　　　一

iz．ノ、

．㌧●ナ’終f一ン　幅．、
㌧一ノで・

幽ドロマイト断　区コ榔ロマ朴化　　・

幽石灰岩　脇晒駆岩
第2図ドロマイト鉱床部分図

つて自然に崩壊し，方解石細脈のみが一細目朕に突出し　　くも鉱床露頭の北半8m迄はその富鉱部ではMgO17％

ているので，石次岩とは容易に区別ができる。ただ苦土　、以上の含有が見込まれる。

分の低下に伴い，漸亥これ等の区別も困難となる。野外　　　ド・マィト鉱床外部の状況は察知できなかつたので，

におけるド・ヤィトと石次岩との識別法として，今回の．鉱量の算定は不呵能であるが，，現在の賦態では多くを望

調査では稀塩酸を使用した。　　　　　　　　　　　　　み得ない。みられる範囲内では斑9017％程度のもの

鉱石の組成鉱物としては苦友石で，それに方解石を伴　　で，’せいぜい200t程度である。

．いさらにこれら鯨を方解石細脈が網目賦に貫いている。　　　　　　・　7。沿革および稼行状況　　．　　　ノ

鏡下において・一般に半自形結晶をなすものが多く，方解　　　水無鉱山附近は古くよリガ・ノ沢石塚岩大露頭の延長

石脈をなすものでは自形を示して粒度も大きい。また方　　として知られていた魁本鉱山が上磯町の手で石友石を

解石はしぱしぱ聚片双晶をなすが苦友石には全くごれが　　目的に稼行され始めたのは，第二次大戦からである。当〆

なく，　また苦次石は石友石に北して稽々汚濁色を呈す　　時富士製鉄室蘭製鎮所ぺ邊鉱されていたが，たまたま昭

る。　　』　　　　　　－　　　　　　　　　　　　P和24年の春に至り，鉱石中に苦土分の多量を含有して寧

　　　　6・．品位および鉱量　　　　　　『　　　ろドロマトイ鉱床としての企業価値を生じたので・その

採取試料を上磯町日本セメント会肚において分析した　　、後はこれに切り替えた。昭和25年春迄，略々1年間に数

・結果は，亥の通りである。　　　　　　　　　　　㌦　　10tの邊鉱をみたが，漸時苦土質の低下を來たしたこと

　鉱床北半のもの　　　　　　　　　　　・　　　　により休山中である。稼行当時はほとんど石友石採掘の
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際混在したものを手選の上邊鉱した。

　　　　8．結’冒
本鉱山のド・マイトは石荻石切羽の上部寄りに芋蔓状

に延び，その苦土分も場所により異るが，北半の塊鉱で

はMgO17％以上が含有される。現在i迄に邊鉱された

ものは主として採掘石友石中より選別したもので，石灰

石とゐ識別に注意を欠いたため苦土分の低下を來たした

ものと思われる。鉱量として現在みられる範囲内では

200t足らずであり，　なお鉱体の落しの方向に多雪g望

みはあるカ｛，考えられる鉱量では將來性は余り考えられ

ない。從つて今後の探鉱にも無理を生じるの宅，現朕を

上記試料の採取はいづれも任意箇所の小塊を対象とし　　越えて希望を持つべきでな“。ヒ昭和％年i1月調査）

たもので，一厳密なものとは言えないが，この結果より少　　　　　　　』．　　　　　　　　　　　　以　　上

　一553．661．2：550．8　（522．6）＝622．19

　　大分県大曹野，郡長谷川村豊栄鉱山硫化鉄鉱床調査報告

　　　　　　安齋俊男菅・井上秀．雄琴
　　　　R6sum6　　　　　　　’　　　　　　　、　　、　　by
pyrite　Ore　Depo6it　in　Hδei　Mine，6ita　　　　’ドT．Ansai　E Ingue－

　　　　P「efeetu「e　　－　　　　　　　　　　　　　　柴鉱床部　　　黄莞編岡支所　　‘
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　　Hoei　Mine　of　Kurauchi　Mining　Co．is　si－

tuated　at20km　south　of　Takeda　station，Hohi－

Iine，Kyロsh翫．

　　The　sorrounded　area　of　this　m圭ne　is　most－

1y　occupied　by　the　Palaeozoic　fomlations，consist－

ed　of　limestone　and　hornfels，which　invadedby

serpentine，peri・d・tite，granite，andc・veredby

lithoidite　flow．一

　　Massive　replacement　ore　deposit　with　skarn

minerals　is　fomd　in　the　Palaeozoic　formation，

a箪d　the　deposit　comprises　the　ore　of　zincblend，

chalc・pyrite琴ndaccessariessuchasmarcasite・

pyrrhotite，magetite，奮alena，jamesoniteands臨

nite．

　　Theaveragevalueofme七aliccontentsisS

34．6％．and　Zn6．13％．Ore　reserve三s　eStimated

as　about　35，000　metric　tons．

　　It・is　difficult　to　fined　any　large　outcroPg　in

the、area．

　　　　　　　要　　　・約

（1）藏内鉱業経営の豊栄鉱山は大分県大野郡長谷川
　つづら
村字九折，豊肥線竹田駅の南方20kmの位置にある。

　（2） 地質は古生暦の石友岩，ホルンフェルス，これ

を貫く蛇紋岩・緻欄岩・花崩岩類およぴこれらを被覆ず，

るかの如くリノイダイトが分布しているo

　（3）、鉱床は古生屠中に発達する塊状接触鉱床で閃亜

錯鉱・黄鉄鉱を主としジ白鉄鉱・磁硫鉄鉱・磁鉄鉱・方

錯鉱・毛鉱・輝安鉱が僅かに認められる。鉱床と母岩≧

の境界に小規模なスカルン幣が生成されているo

　（4）鉱石の李均品位はS34，6％，Zn6，13％で予想

鉱量35，000tであるo

　（5）鉱区内に露頭は数多くあるが，あまり大規摸な

ものはない。

　　　　　　1．緒　　　言

　昭和25年7月22日よる8月12日i迄およぴ26年5月

30日より6月8日迄豊栄鉱山の硫化鉄鉱床の調査を行う

たので，その結果を報告する。本調査に使用した地図は

ワ5，000坑外図，1／500坑内各実測図である。本調査に際し

宅藏内鉱業肚長および鉱業所，九大牟田邦彦，宮久三千

年諸低より種々便宜を与えられた。

　　　　　2。位置および交通
　　　　　　　　　　　　　　　　　つづら、当鉱山（海抜500m）は大分県大野郡長谷川村字丸折

にあつて，南方2kmの地点で宮崎県西臼杵郡岩戸村と

界し，西南約7kmに大李鉱業尾李鉱山がある。豊栄鉱

山に至るには衣の経路が便利である。

　　　　　　　　　　　　　トラックまたレま
鱗豊馨豊後竹田鰍は蟹擶）大分一尾萱
　　3時聞　　　　　　　　　　　　3時間　24km

うわはナニ徒歩　　　　　　徒歩
上畑一→豊栄鉱山事務所一一→現場
、　　31くm　　　　　　lkm

　　　　　3・一澹革および現況
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第1図豊榮鉱山位置關係図

　当鉱山の発見は遠く慶長年聞といわれる。昭和14年現

鉱業灌者これを買牧し，專ら錫鉱として探鉱に努めたが，

昭和18年休山した。その聞鉱況がほとんど硫化鉄であつ

たので，昭和23年再び硫化鉄塗目的に開発に着手し，昭

和24年2月より硫化鉄を出鉱するに至つた。なお当鉱山．
　　っづら　　　　　　　　　’　　　　　　　　　ほうえい
は往時九折鉱山と称していたが，昭和24年より豊栄鉱

山と改称した己

　　　豊栄鉱山

　鉱業灌者　　　藏内正i次

　住所（本瀧）・小倉市富野　527

鉱業代理人

鉱区番号

〃面積

大分県大野郡長谷川村字九折
安元銀三九

大分探登137

692，750坪

4．地　 一　形

　　当地域は九州山脈の北端障子岩（1，400血），祖母山

　（1，757m），傾山（1，604m）i連山Q北側の急傾斜面（30。

　解5。）地幣にあり，奥嶽川の一支流に滑う漁櫻谷中年

　位置ずる。附近にば滝，懸崖が多い。

　　　　　　　5・、地　　，質
　　本地域の地質は粘板岩・石友岩・．リノ剛イダイト（一部

50一（158）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
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第1図豊榮鉱山地質図

石英粗面岩）・角礫岩・蛇紋岩類・角閃岩・花崩岩類・

石英斑岩等よりなる。

．粘板岩・石友岩は秩父古生暦に属し，粘板岩（現在ホ

ルンフェル×）は本域に最も広く分布し，中に石友岩を

爽在する。宅れらを覆つてリソイダイトが発達し，一古生

暦と火山岩との境界附近には爾者の物質よりなる角礫岩

の発達がみられる。蛇紋岩，角閃岩の生成に次い・で最後

に花嶺岩の逆入があり，全ての岩石をことごとく変質せ

しめている。石英斑岩は花嶺岩の残漿と思われるもので

』リソイダイトを貫きごく一一部に露出し宅いる。

　古生層（ホルン7エルス）

　　ホルンフェルスは概して本域の低部に露出し，ぼかの

　全ての岩石と境している。その走向傾斜は甚だ複雑で構・

　造は到然としない・岩石の種類には（1）等粒の小豆色

　ホルンフェルス（2）堅硬でやや青味を帯びたホルンフ・

エルス（3）荻白の石英粒と縞目をなすホ！レンフェル

　スがありそれぞれの境界は明僚でな㌔・g（1）は細粒緻

　密で，肉眼的に黒雲母，鏡下にて多量の白雲母が認めら

　れるo　（2）は（1）のホルンフェルスの極く一部に認

　められるもので，やや珪質な粘板岩がホルン7エルス化

51一（159）
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したもので，変質の程度が低いものと思われる5（3）は

（1）のホルンフェルス中に白色結晶質石英粒の集合が

脈状に発達したもので縞朕を呈している・石英脈は巾2

mm～数cmで時に塊状またはレンズ欺に膨縮すること

がある。本ホルンフ干ルス中には黒雲母，満俺柘榴石が

生成されている。　　　　　　　　　　　　　　1　τ

　糖晶質石友岩
　石友岩は本鉱床位置より東南方200m附近にあつて，

ホ
、 ルンフェルス中に走向N50。E傾斜不明で，レンズ朕
1
に
挾 在され，3個の石友岩暦が季行に存在する。3個の

うち西部のものが大きく延長200m，巾25m，その東部

に各30m聞隔をおき，延長50m，巾10血めものが2

個存在する。軟質粗粒で亜破璃光沢を呈し径0．5mm内

・外の方解石の集合である。本石疎岩層の周囲には珪質緻

密な結晶度の低い石次岩があつて，淡線白色・滞紫白色・

荻白色を呈し，透輝石が生成されている。

　リソイダイト
　古期の火山岩で当地区の周囲にも広く分布している。

地形的には上部にのみ露出し古生暦のホルンフェルスと

山体の中腹標高500m附近で境しているo等高線にやや

滑う場含と全く無関係に境することがある。肉眼的に流

状構造をな’し，友白色を呈し無斑晶である。その流状構

造は部分的に種々異り荻白色の部分と荻色一滞緑黒色一

淡黒色を呈する部分とが縞朕の澗伏構造をなす場含と頁

岩r安山岩類等の角礫を捕獲し流状構造を皐する場合と

がある。鏡下では白雲母を多量に生じ，点紋ホルンフ子

ルスと化している。次白色流状構造不明の時は，一古生暦

．のホルンフェルスとの相違が明瞭でなく，その織別困難

な場含がある。リソイダイトは一般に友白色で軟かい

が，鉱床位置より東部標高700m附近に緻密堅硬で淡黒’

色を呈し，やや破璃質を帯びているものがある・

　石英象山岩
’
石
英 安山岩は観音瀧の北側旧坑附近と本鉱床位置より1

東300m附近の2ヵ所に幣賦に認められる。岩質偉やや

黒色を帯ぴ，石英・長石の小斑晶が認められ粗粒であ

るo

　角　　礫　　岩1
　角礫岩は鉱山事務所附近から金山屋敷附近の川底およ

びそQ周辺庫糊伏に分布し，声隼層のホル、ンフェルスと

漸移する。これは角礫岩の膠結物が周囲の古生層と同時

にホルンフェルス化したため，爾者の境界が不明僚にな

つたと考えられる。当岩の礫はリソイダイト・石英粗面

岩・安山岩等の角礫および亜角礫で，大きさは数cm～

50cmで通常径10cm内外である・膠結物は小豆色を呈

するホルン7エルスで粗粒で時に石英の斑晶および線泥’

石黒雲母が認められるb

　撒撹岩および角閃岩

　緻欄岩・角閃岩は共生することが特徴で角閃岩は撒糖

岩を脈賦または塊状に貫いて発達する。撒欄岩の規模は

角閃岩のそれに比べると遙かに大である。

　撒騰岩は古生層中にN500～60。E方向の2区域に貫入

し，その一つは金山屋敷から銀鋪北側尾根を結ぶ線上に

巾約200m，延長5叩mに渉り露出し，他の一つは一号

坑坑口の北側に幅200m，延長1，000mのものが路々同

方向に延び，この延長と思われるものが観音滝附近に露

出している。

　緻欄岩ほ外観滞線友色でやや透明度を有し，珪質堅硬

の感を皇するが軟い。肉眼的に認められる鉱物は，滑石，

・磁鉄鉱で時に海石綿の微脈が認められる。鏡下では撒

騰石・i透輝石が認ゼ）られる。

　角閃岩は金山屋敷附近の撒騰岩中に発達する径約100

mの略々塊状のものと，観晋滝附近に露出する不規則な

塊状のものが主なもので，他は数mの脈状として撒機岩

中に発達する。暗線色・徴晶質・堅硬で鏡下では半自形

の角閃石および斜長石が認められる。また一部に石英脈

が網列犬に発蓬iするこ二とがある。

轄　紋　岩
　観音滝附近で緻欄岩帯の一部は蛇紋岩となる。これは

典型的な蛇紋岩でなく，粒状を呈し，滑り面光沢等がな

く，撒欄岩に移化する。時に繊維の長さ5mm以下，脈

の長さ5cm内外の温石糸畠力｛認められるo肉且艮で？骨石，鏡

下で蛇紋石が多く，クローム鉄鉱が僅かに認められる・

　花・闘岩類
　主に花闇岩と古生暦のホルンフェルスとの混成岩で典

型的花崩岩はあまり見受けられないる典型的なものは当

地区の南部に認められ，閃線岩質のものが花崩岩帯の西

部，古生暦の接濁部近くに分布する。

　古生贋との混成岩はその混成状態によつて種々の模様

を呈する。混成岩中の花嵩岩の部分には石英・長石の斑

晶は認められず，黒雲母のみが多く認められる。石基の

部分は徴晶の石英・長石で，淡紫色または友白色を帯び

ている。接触部より遠ざかるに從い）石英・長石の斑晶

が見立ち，黒雲母が減ずる。局部的に角閃石の結晶3m興

×2m卑のものが認められる。さらに遠ざかるに從い角

閃石が増し，石英・長石が減ずる。、

　　　　　　　6．鉱　　　床

　当鉱山において鉱石として稼行するものは硫化鉱で，

主成分は黄鉄鉱・閃亜錯鉱である。採取試料No1～：No9・

迄の分析結果の李均は次の通りである。Zn6．13％，

S34．6％少Fe31，7％，CuO．35％，SnO，03％o（分析

東洋高圧大牟田工場）

　鉱体ほ略々南北に長く，下部にある程度の深さを予想

52一（160）
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される塊歌鉱体で花嵩岩の近くに古生暦中に胚胎ざれる

接触交代鉱床である。母岩との接触部には小規模なスカ

ルツ帯が生成され1特に鉱床の北側では多種のスゥルン

・鉱物が密難している。また鉱床の周囲および上部はほと

んど酸化され赤褐色・多孔質の褐鉄鉱帯となつている。

酸化帯の厚さは周囲で1m±，上部で数mと予想され

る。酸化帯中には「コブシ」大の黄鉄鉱の塊鉱が認めら

れる～二とがあるo

　当鉱床に産する鉱石・脈石・スカルン中，量の大なる

鉱物から挙げれば次の通りである

　鉱　　　石
　閃亜鋸鉱・黄鉄鉱・磁硫鉄鉱・白鉄鉱・磁鉄鉱・方錯

鉱・・毛鋸・輝安鉱

　脈　　　石、

　螢石・石英・絹雲母・鉄苦次石

　スカルン鉱物

　珪友石・次磐柘榴石・透輝石・線簾石・線泥石・方解石・

　鉱床の北端において母岩との接触部に鉄苦友石が脈状

にN60。Wの走向で55。Wに傾斜し，・水ZF地並より天盤

迄10rq蓮続発達している。厚さは10cm－2mで膨縮が

甚だしい。鉄苦友石脈中に伴う鉱物は，磁硫鉄鉱・白鉄

・鉱・少量の閃亜錯鉱・黄鉄鉱・方錯鉱で，多くの小察洞

には毛錯・輝安鉱・黄鉄鉱・螢石・石英等の小結晶が微

量認められる。本脈中上部になるに從つて閃亜錯鉱が減

じ黄鉄鉱が増している。

　鉱体は閃亜錯鉱・黄鉄鉱が主で略々均等に分布してい

るが，鉱体の北端すなわちスカルン帯・鉄苦友石脈附近

坑口臥ー二／

　9ラ3勇EW
　　ラ／／／ラ〕

　　　　　35／
　　　　！－／／

十，

－N70E

ろ　　　ノ

　〆／　ノ！　．
　・グ会・／／75

　　／　／　／ノ
　　！　　　　／
　　　メ　　　のろ
　　　／68ラ70

では，黄鉄鉱の分布が比較的多いσ白鉄鉱は同附近で閃

亜錯鉱・黄鉄鉱の各粒聞を膠結している5

　脈石は螢石が最も多く特に鉄苦次石中には小塊状とし

て多量にあり，その他では鉱体中に均等に分布し，鉱石

の粒間に詔められ，石英・絹雲母等と共生する場合と軍

独に認められる場合がある。螢石は亀裂多く無色透明

で，鉄苦友石中にあるものは結晶系を示さず，不規側な

塊賦と認められるが，その他では小結晶として認められ

る。絹雲母は鉱体内に焉いて略々均等に認められるが，

特に中段坑の南部で多量認菊られ，小脈状として鉱体を

切つている。白色グリーム状で滑感を与える。

鉱床の一・般白勺性賦（または特1生）をまとめると，次の

通りである。　r

　lo鉱体はホルン7エルス中に不規側な塊斌として胚

　　胎されている。

　20

130

40

50

6曾

70

80

響
9

。

　　　　　　　　　　火薬庫．

　　　　　　理驚轡携・　礪ずるもの繊鎌2噺観講醇

圏酸化帯　　．曝難　　 9旅ある・本調査では前都属する鉱床

　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％である。後者に属するものでは銀鋪・
　第3図（A）豊榮鍍山坑困図＿号坑4航道　　　．　　　　　　の鉱石は黄鉄鉢・閃亜錯鉱・方錯鉱・硫

母岩中には走向N40。㌣90。E，傾斜20。～35『の

小断層が多く見受けられるが，鉱体内では全く見「

受けられなy・。’

鉱体は花崩岩の露出位置より50mの地点にある・

鉱体中およぴ附近では，石友岩は見受けられな

いo

スカノレン帯のズケーノレは小さい。

スカルン帯のそぱに鉄苦友石が発達し，、その中に

各種の鉱物を産する。

本鉱体は黒色閃亜錯鉱が多い。．

脈石は螢石が最も多い。

鉱石鉱物の分萄賦態はほとんど均一・で，帯状分布

　　　　　等の現象は認められない。

　　　　100鉱体は全部鉱石となりうる。

　　　　　　　7．露　　　頭

　　　　当鉱山における露頭は2種あつて，往時
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第3図（C）断

砒鉄鉱が密難し，脈石として縞雲母・石英・滑石（？）　’

が認められる。観晋滝南側周辺旧坑の鉱石は黄鉄鉱・輝

安鉱・閃亜錯鉱からなり，脈石として線泥石・石英が

認められる。

　4号坑対燦露頭
　本露頭は川淵に露出し，巾3m，延長3m飴を有する。

地質は古生暦のホルンフェル不・石次岩および花嵐岩’

で，ホルンフェルスと石友岩との境界に存する塊状の接．

触鉱床である。鉱床と石友岩との境界ドは』巾20cm，

延長50㎝のスヵルン帯が生成レている。
’
鉱
石 一閃亜錯鉱・磁硫鉄鉱，

　面概倉図
スカルン鉱物一寿解石・線泥石・線簾石・柘榴石．

　1号坑猟E159m露頭
　当所には二，三接触鉱床に属する露頭が存在する。附

近を構成する地質はホルンフェルスおよび糖晶質石次岩・

で石友岩はホルン7エルス中に巾1m，延長3mの小レ

》くズ状として擁まれ，走向Nフ0。E，傾斜40。Wである。

　鉱床は石友岩とホルンフェルスの境界に発達する接触

鉱床で，磁硫鉄鉱・閃亜錯鉱少量の黄鉄鉱よりなり，ス

カルン鉱物として柘榴石・方解石・線泥石が認められ

、るo

　勇ケ鶴露頭　．
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　本露頭は豊崇鉱山より北東東水雫距離2kmの長谷川村，

白山村の境にある。当地区は古期の安山岩等よりなり，

鉱床断暦に沿い発達する黄鉄鉱・黒色の閃亜錯鉱の鉱染

鉱床である。断厨および鉱床の走向は東西で，傾斜は北

丁落しである。

　鉱床は贔質悪く，規模小さく，位置的にも極めて不便

で，稼行の対象とはならない。

　内の口露頭
　本露頭は勇ケ鶴露頭の北方2，000卑の地点kある。当

所には往時銅鉱を採掘したという旧坑があるが，坑内お

よび廃石等より推察すれぱ，それらしきものはない・坑

内の状況はほとんど少量の黄鉄鉱の鉱染である。廃石中

には黒色の閃亜錫鉱およぴ方錯鉱が僅かに含まれてい

る。鉱況および位置的状況悪く，稼行の対象とはならな

い0

　　　　　8．鉱石鉱物
　黄　鉄　鉱、
　量的には閃亜錯鉱に家いで多い。稀に主軸13nlm程度

に瓢ぶ緬体結晶鮪し，また部分的に径1㎜以下
の結晶をなすが通常は不規側な形が多く閃亜錯鉱と密雑

する。鉱体中均等に分布し，全ての鉱石と共生する。時

に白鉄鉱により包まれていることもある6

　閃亜鉛鉱
　閃亜錯鉱は最も多く，稀に径7～8mm内外の結晶を

呈するが，多くは径2～3mmを有する粗粒集合である。

黒色の亜金属光沢を有し，飴色を呈するものは認められ

ない。精鉱としてZn45％程度，恥17％程度である。、．、

磁硫鉄鉱．
鉱床の北嬬すなわち，鉄苦茨石脈および久カルン帯附

近にのみ認められる。黄鉄鉱・白鉄鉱等と多く共生し，

白鉄鉱脈により貫かれ宅いる。

白　鉄　鉱
閃亜錯鉱，黄錯鉱等を膠結して少量産する○

白鉄鉱．・黄鉄鉱・方鉛鉱の混合鉱石

肉眼的には幣褐色緻密で，鏡下に検すれぼ，主として

白鉄鉱で，：黄鉄鉱・方錯鉱が僅かに認められるo上ヒ重は

6以上で竃る。一資料の分析結果によれぼ，S33．48％，

Fe46．83劣あつた。本鉱石は鉱床の北端すなわち鉄苦、

次石の周辺およびその中にのタ生成されている。

一毛　’、鉱

ヨ毛鉱は鉄苦次石中に稀に認められるo鉄苦汐ξ石中の糸田

長い晶洞の爾壁に，針状結晶の無数の集合として附着し

ているoまた黄鉄鉱・方錯鉱・螢石と密雑しているごと

もある。結晶の長さは最大4。5mm，通常2mm箋程度で

　　　　　　　　　　　　　　　　1劉．ある。時に螢石の透明の結晶中に美麗な小結晶が認めら

れる◎　．　　　　　　　　　　　　．．

輝　安　鉱
産出は少ないσ毛鉱と同じく鉄苦荻石中にのみ認めら

ρ

　物2θ

肋27

ル汐25

肋20
　　　0ノθ　 01ん勿9

　　　0／8　　　　肋7

　　　　　勉ノ

∠

　　　　協
　肋3ア×　物39

肋38
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第4図豊榮鑛由分析試料探取図および分析成績表（昭和25午7月現布の坑道）
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分析値

二号坑本坑道 一号坑中段．

No

1
2
3
4
5
6
7
8
91

、10

11

12．

13

14

15

16

17

18

19

20

21

Zn

8．60

7．9G

，3．40

7．70

5．45

5．35

8．55

7。50

4．95

4．10

4．20

9．55

8．90

8．70

7．80

8，75

9．05

7．45

3．15

3．90

3，80

S

33．57

27．12

21．83

30．18

33．60

32、29

36．44

34．33

3G．71

35，92

31．30

32．18

32．64

24．86

31．77

38．22

35．06

30，06

15．66

32．39

37，46

Fe・

35．56

28．67

22．53

26，96

30．93

34．51

32．24

30．48

28．82

32．07

33．50

32．04

30．43

28．77

27．17

30．38

31．09

28．97

17．15

：32．40

22．08

Cu

0．26

0．39

0．26

0．84

0．03

Sn

tr

，0．15

tr

0．G2

0，11

1N・『

22

23

24

25

26き

、27

28

29
30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

4■

42

Zn

0．20

9．65

0，45

0，35

2．35

4．00

4．35

9．75

10．00

7．24

10．10

7．25

8．20

9．65

6．30

8．90

6．80

6．95

10。15

2．50

1．75

S

39．85

32．58

32．31

42，67－

41．21

30．39

35。62

37．52

26，94．

26．49

35．65

37．491

31．78

31．96

20．51

25，01

32，43

35．72

32．20

38．45

39．32

Fe Cu’

37．02

31．09

33．85』

42．00

38．23

47．83

32．50

34．61

26．01

’39．28

『
3 3，20

31．99．

28，97

28．68

38．13

28，72

32．75

38．68

32．70

36，37
’
3
9
． 94

rO．36’、

0．64

0．13

0．25

Sn

れる・毛鉱・黄鉄鉱・螢石等と密雑している・

方　鉛　鉱
産出は僅かで，白鉄鉱・黄鉄鉱の混成物中に認められ

るもので，その裂罐中に板状または塊朕として産する。

板卦犬のものは厚さ2～3mmlである。

「磁　鉄　鉱

既出鉱量

tr

tr

tr

tr

　　　神岡鉱業株式会肚三池製錬分析所

・スカルン鉱物の発達したところすなわち鉱床と母岩と

の境界に厚さ数cm，延長数10cmのほぼ帯朕に分布し

ている。鉱石は磁鉄鉱の微粒の集合で磁硫鉄鉱を疎に包

褻し石英により粒間を膠結されている。

　　　9．鉱量および品位（印刷省略）　．

　　10．稼行状況

昭和24年 （t）

’
1
月

2月　206
3月　137

4月　165
5月［214
6月　97

．7月
8月

9月

10月

11月

12月

96

58

146

234、

164

378

昭和25年 （t）

1月

2』月

3月

4月

5月

6月

250

213

430

256

257

381

7月

8月

9月

10月

11月

・12月

404

354

345

377

315

412

昭和26年（t）

、費鉱先

　日本化成黒崎工場

從・業員

　職員6名　　労務者34名

作　業

．1月，380

2月　184
3月　317－

4月、319
5月』363

探掘一手掘（近く機械新設の予定）

邊鉱一無邊鉱
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放射性鉱物鉱床附近におけるガンマ線彊度測驚結果にづいて（岩崎章F・金井米明一ゴ白』市蜜）

　　　　　　500m　　　　　　　20km　蓮搬」坑口　　　　　　　　貯鉱場　　　　緒方
　　　　軌道およびインク　　　トラック
　　ラィン（人力および自動）（省営およぴ自家用）　・

　　　駅（豊肥線）

　　　　　11．結　　・　語
現在のところあまり大きな鉱量は期待できないが，下

部に多少の鉱量が予想される。操掘鉱石は無選鉱にて鉱

石となりうる。鉱体は主に閃亜錯鉱で，次に黄鉄鉱が多

いが，現在稼行対象となつているものは，黄鉄鉱であ

り，今後は閃亜鉛鉱の稼行が望ましい。当鉱山の閃亜錯

鉱は黒色を呈する鉄分の多いもので，これが黄鉄鉱との

分離およぴ選鉱実牧率に如何なる成績を示すかによつ

て，当鉱山の経営が左右されると思われる。探鉱坑道は

坑内の北側よりNEに向つた所と，坑外よりSEの方

向1すなわち鉱体下部約10mに向け探鉱中のものの2

本があるが，坑内探鉱のものは期待薄であるQ坑外からの

ものは⑳Om前後で鉱床の北側下部に着鉱するものと思

われる。

豊柴鉱山に関係ある文献を列記すれば，次の通りであ

るo

加藤武夫：　　鉱床地質学　　　　　　　　　　　　　■

宮久三千年：　大分県地質学会誌第1巻第2号

豊栄鉱業所、＝　豊栄鉱業所説明書

　臼本鉱業協会：九州の熱水性鉱床

浜地忠男：　　尾卒鉱山地質鉱床調査報告

　　　　1（昭和25年7，8月および26年6月調査）　唱

553，495：550。835：539。1β6。087

．放射性鉱物鉱床附近におけるガンマ線強度測定結果について

　　　　　　　　　　（第　1　報）『

岩崎章二光金井光明鱒・二日、市宏梼

R6sum6

GammaRayMeasurementson　Some
Raαio－active　Deposits．　Φreliminary

report）

by

S．Iwasaki，K．Ka』nai＆H．Futsukaichi

　Gammarayintensitieson齢oradio＆ct－
ive　deposits　are　measured　at　Kyoto＆Yam－

aguchi　Prefectures．

　The　results　obtained　are　as　fOllows：

　1．　The　results　Of　radioactive　deposits

reached重・ab・ut5－7：N（N：naturalcount）・

・2．　｛n　granite・are＆　the　counts　becam（季

1arger　with　th6distant　to　the　deposits．

3．Inpegmatitαarea．t募ec・untswe「e
fairly　larger　than　that　in　granite－are昇．

　　　　　1．緒　　・言

岩石，地暦のガンマ線彊度を測定して，断暦，地層境

鼻，あるいはウラ』ウム鉱床等の探鉱を行ういわゆるガ

ンマ練探鉱法の試みば從來外国においては行われてお

り，わが国においても近時研究が行われつつある。

莱物理探鑛部

われわれはガンマ線探鉱法に関する研究の一部とし

て，わが国の放射性鉱物鉱床につき，鉱床ならびにその

附近の岩石のガンマ線強度を測定して，岩石，地暦の放

射能分布黙態に関する資料をうるためダ昭和25年3月お

よび同年10月にそれぞれ山口県玖珂郡梛井町の燐次ウラ

ン鉱床およぴ京都府奥丹波地方の稀元素鉱物鉱床につい

て，調査を行つた。

測定日数の不足，、羅械の故障その他のために十分な結

果をうるに到っていないが，．現在のわが国としてほ現地

におけるごの種測定の結果は数多くないので一応ここド

報告することとした。

2，測定器械

　使用した器械は，科学研究所の製作にかかる放射線測

定器で電池式かつ携帯に便利なように設計されでいる。

計数管よりのパルスを3段増巾し，サイラトロンと録数

とを組合わせて計数読取をさせるようになつてお弘そ

・の他にマグネチッ〃，スピ』一カーが常時結線されていて・

サイラト・シ回路を開けぼ聞取り，計数することもでき

る。ブザー（ラジオゾンデ用）を駆動し，整流管，1，000

V用定電圧放電管，静電型電圧計，可変抵抗器を用いて

1，000Vの直流高圧が得られる。　（山口’の場合），しか

しに後は高圧電源として，積層乾電池を用いた。（京都’

調査の場旬

　使用結果からみれぱ穫層乾電池の方が輝当なようであ

るo
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